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魚津市下村木町

中 越 印 制 魚津工場

化
学
工
場
誘
致
に

座

談

会

報

九
月

一
日
号
の
市
広
報
で
、

日
本
点
1
バ
イ
ド
工
業
株
式
会

社
か
ら
申
出
の
「
工
場
用
地
」

に
つ
い
て、

市
民
各
伎
の
御
協

力
と
御
+
支
援
を
お
願
い
し
た
が

去
る
九
月
二
十
二
日
、
日
本
カ

ー
バ
イ
ド
奥
村
社
一
長
来
魚
の

際
、
市
議
会
議
員
等
関
係
者
を

ま
じ
え
た
懇
談
会
に
奥
村
社
長

も
市
民
の
理
解
と
協
力

を
要

請
、
市
長
か
ら
も
是
非
要
請
に

応
え
、
誘
致
を
図
り
、
大
工
場

建
設
を
実
現
し
た
い
と
概
要
各

々
弐
の
様
に
語
っ
た
o

金
光
市
長
:・
:

御
承
知
の
通
り
日
本
カ

ー
バ

イ
ド
工
場
よ
り
依
頼
の
工
場
敷

地
三
十
万
坪
に
つ
い
て
は
、
今

度
奥
村
社
長
も
お
見
え
に
な

り
、
工
場
建
設
等
構
想
に
つ
い

て
お
話
し
を
お
願
い
す
る
の
で

す
が
、
魚
津
市
と

L
ま
し
て

は
、
ど
う
し
て
も
之
が
実
現
を

図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
の
で
、
こ
の
工
場
誘
致
に
つ

い
て
関
係
者
並
び
に
市
民
各
位

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア

セ
チ
レ
γ

等
を
原
料
と
す
る
化
学
工
業
を

拡
張
す
る
意
味
の
主
場
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
各
校
の
御
協

力
で
敷
地
が
実
現
し
た
時
、
そ

の
都
度
具
体
的
に
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

会
社
で
は
会
社
幹
部
の
賛
成

を
得
た
の
で
、
こ
の
工
場
を
完

成
さ
せ
て
頂
く
こ
と
は
私
等
の

魚
津
市
に
対
す
る
恩
返
し
と
思

う
次
第
で
、
関
係
者
並
び
に
市

民
各
位
に
は
宜
敷
く
御
協
力
を

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

魚
津
市
議
会
九
月
定
例
会
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一
、
市
有
建
物
及
び
土
地
の
貸

付
に
関
す
る
件

(道
下
農
業
協
同
組
合
に

沼
下
出
張
所
の
建
物
及
び

敷
地
を
貸
付
す
る
も
の
)

て
資
金
前
渡
を
な
す
経
費
の

件

一
、
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
設
定
の
件

一
、
市
道
路
線
認
定
の
件

(
日
尾
中
適
り
線
)

一
、
寄
附
受
納
の
件

電
話
機
管
個

(
市
立
道
下
保
育
園
に
対

し
同
園
の
代
表
提
谷
節
子

よ
り
寄
附
)

一
、
寄
附
物
件
受
納
の
件

ポ

γ
プ
自
動
車
一
合

(魚
津
市
消
防
団
第
四
分

団
長
高
慶
久
信
外

一
名
よ

り
寄
附
採
納
願
出
)

一
、
篠
井
厚
生
病
院
市
町
村
組

合
規
約
改
正
の
件

-
、
昭
和
二一
十
年
度
魚
津
市
歳

入
歳
出
温
加
予
算

(
第
五

回
)
専
決
報
告

一
、
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
む
る
の
件

運
営
協
議
会
委
員
に
弐
の

者
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
に

同
意
さ
れ
ま
し
た。

一
、
魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
同
補
充
員
選
挙

の
件

次
の
者
が
選
挙
管
理
委
員
に

空
気
銃

「
飛
出
し
」
「
ナ
イ
フ
」

「
あ
い
く
も
」
所
持
禁
止

空
気
銃
や
飛
出
し
ナ
イ
フ
等

に
よ
る
事
故
が
、・
最
近
非
常
に

培
加
し
て
来
た
の
で
、
去
る
六

月
の
銃
砲
万
剣
類
等
所
持
取
締

令
の

一
部

改
正
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
、
十
月

一
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
o

こ
の
改
正
は
従
来
取
締
り

対
象
外
に
あ
っ
た
空
気
銃
や
飛

参

議

院

文

教

委

員

等

埋

没

林

の

保

存

に

戚

心

一出
し
ナ
イ
フ
を
取
締

る
も
の

-

、

、
'
よ
で
、
改
正
の
要
点
及
び
注
意
を

去
る
九
月
十
七
、
十
八
の
両

一林
に
つ
い
て
は
深
い
関
、
む
を
一

日
僻
一地
教
育
、
定
時
訓
高
等
学
一
せ
て
・
口
を
揃
え
て
「
施
設
と
一要
す
る
点
は
次
の
通
り
で
す

校
教
育
及
び
文
化
財
等
教
育
文

一
い
い
埋
浸
林
と
い
い
、
立
探
で
三
、

空
気
銃
は
、

コ
ル
グ
や
プ

化
に
関
す
己
主
は
・勺
喜
一
員
周
年
一

一感
心
し
た
o

学
術
資
料
に
も
貴
一ム
叫
ん
け
を
発
射
す
る
以
外
、
錯

の
た
め
来
市
し
討

議

即

応
教一

詩

的

時

議

詰

平

一

時

い

持

諸

説

話

斜

加
賀
山
之
雄

一
博
物
館
の
指
定
を
受
け
た
と
の
一

-

一許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
所
持
す

教
育
長
の
説
明
に
、
持
々
内
容
一

を
充
実
し
立
汲
な
博
物
館
に
し
一る
こ
と
は
で
き
な
い
o

〈
押
入

て
下
さ
い
と
激
励
館
内
外
を
詳
苓
物
置
き
等
に
し
ま

っ
て
あ
っ

細
に
視
察
し
た
o

て
も
逮
反
に
な
る
)
現
在
、
淫

!箆

基
本
選
挙
人
名
簿
の
回
覧

ま
ち
が
い

、
脱
ろ
う
が
あ
れ
ば
申
し

出
て
下

3
い

九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
す
一

て
下
さ
い
。

る
基
本
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
一
(
名
簿
を
御
覧
に
な
っ
て
遺
漏

告
書
を
、
先
日
来
広
報
員
の
方
一
が
な
け
れ
ば
、
谷
人
の
氏
名
の

々
を
煩
わ
し
て
、
取
樋
め
提
出
一
下
に
認
印
阪
い
ま
す
。
)

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
一
選
挙
資
絡
者
申
告
書
を
未
提

れ
に
よ
っ
て
一
応
出
来
上
っ
た
一
出
の
方
は
妻
芯
申
告
願
い
古

名
簿
を
念
の
た
め
町
内
区
〈
部
一

す
o

申
告
の
要
件
等
に
ウ

い
て

落
)
毎
に
回
覧
に
致
し
ま
す
。
一
は
九
月

一
日
付
の
市
広
報
を
熱

御
手
許
に
回
付
さ
れ
た
ら
、
有
一
続
下
さ

い

。

?

権
者
は
篤
と
御
覧
に
な
っ
て
登
一
広
報
員
の
方
々

に
は
、
御
手

載
の
有
無
を
臨
め
て
下
さ
い
。
一
数
で

ι区
内
府
組
め
ふ
よ
い引
印

若
し
脱
漏
や
誤
殺
が
あ
れ
ば
直

一
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
;

ち
に
選
挙
管
盟
委
員
会
に
申
出

海

航

上

上

クb
三I三

自

街

官

募

集

口
許
可
た

気
銃
を
炉
.
持
し
て
い
る
方
は
十

月
一
日
か
ら
+
一
月
=
十
九
固

ま
で
に
弐
の
要
領
に
よ

っ
て
許

可
の
手
続
を
と
っ
て
下
さ
い
0

0
本
籍
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
の
訂正
明
に
な
る
も
の

(
学

生
証
明
書
、
身
分
一
証
明
書
.、
住

民
票
の
抄
本
等
)
と
印
鑑
、
窓
一

気
銃
に
許
可
交
付
手
数
料
を
孫

え
で
警
察
へ
届
出
ま
す
。

。
所
持
許
可
は
満
十
四
才
以
上

の
も
の

で
す。

。
申
詩
書
は
勝
一一祭
器
に
あ
り
ま

す。=
、
飛
び
出
し
ナ
イ
フ
は
笈
渡

り
五
、
.百一
糎
以
上
の
も
の
で
、

バ
ネ
の
抑
力
を
利
用
し
て
自
動

的
に
四
十
五
度
以
上
に
双
が
開

く
ナ
イ
フ
を
去
いい
ま
す
。

あ
い
く
ち
は
万
の
形
を
し
て

-
受
付
期
間

し長台、 うを「警が とも論れ倒 せやい
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反
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にくびイ るら を まましく る のご 反 反

林 経
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平字沢
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2手カタ

科
事
展
覧
会
に
入
賞

第
十
回
富
山
県
児
童
生
徒
科
学

一

木
泊
小
学
校
六
年
小
坂
章
子

展
覧
会
は
九
月
二
十
日、

富
山

一
佳
良
賞

「
模
型
連
絡
艦
」

市
商
工
奨
励
会
館
で
開
催
さ
れ

一
大
町
小
学

協

五

年

安
田
信
治

た
が
、
当
市
の
入
賞
者
は
次
の

一
佳
良
賞
「
般
の
形
と
水
の
抵
抗
」

通
り
で
す
。

一

経

田

小

学

校

六

年

後

藤

寿

一

理

科

学

協

会

賞

一

佳

良

賞

「
電
燈
に
集
る
虫
」

「
石
け
ん
を
つ
く
っ
て
」
一
上
野
方
小
学
校
二
年

大
町
小
学
校
六
年

一

海
野
智
恵
子

'

吉
倉

敏

隆

一
佳
良
賞
「
へ
ち
ま
の
観
察
」

岩
崎
卒
一

一
本
む
小
学
校
五
年
小
坂
敏
子

紫
広

克

明

一
佳
良
賞
「
氷
の
研
究
」

優
良
賞
「
薬
に
な
る
植
物
」

一
上
中
島
小
学
校
科
学
グ
ラ
プ

健
康
の
秋
ノ.

運
動
会
は
じ
ま
る

い
よ
い
よ
運
動
会
の
シ

1
ズ

シ
と
な
り
、
去
る
二
十
五
日
の

東
部
中
学
校
を
皮
切
り
に
、
市

内
小
中
学
校
秋
季
運
動
会
が
始

っ
た
o

日
程
は
弐
の
通
り
で
す

十
月
一一
日

道

下

、
村
木
、

加
積
小
学
校

天
神
小
学
校

佐
官
、
上
野
方

小
学
校

、

本
訂
小
学
校

町
布
施
.
経
国

松
倉
小
学
校

片
貝
小
学
校

西
部
中
、
上
中

島
小
学
校

白
倉
小
学
校

税
期分

納 期 10月 31 

ヲf_三
日日

民
--.圃圃・・

六
日

七
日

市
第

7L j¥ 
日日
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問

今

年

の

増
枚
目
審
査
の
概

況
は
知
何
で
す
か

答

従
来
は
、
角
川
筋
か
布
施

川
筋
で
な
け
れ
ば
四
石
以
よ
は

と
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
片
貝
川
筋

の
4
H
グ
ラ
プ
員
の
努
力
が
突

を
結
び
、
四
石
四
斗
位
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
他
に
四
石

以
上
の
も
の
が
十
数
点
あ
る
よ

う
で
す
。

米
作
増
収
に
は
、
何
と
一
去
っ
て

も
株
数
が
七
十
株
佼
な
け
れ
ば

五

l
六
石
は
と
れ
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
青
田
の
時
ど
ん

)

-

な
に
大
き
く
て
も
収
穫
時
に
な

号

'一
っ
て
穂
数
を
数
え
る
と
、
一一一O

竹
一

l
四
O
本
の
も
の
は
少
く
、
二

第
一

O
本
位
で
粒
数
は
平
均
百
粒
位

(
一

が
普
通
で
す
。
一
株
二

O
木
、

一
平
均
百
粒
で
・
一
坪
五
十
株
之
す

れ
ば
、
十
万
粒
で
普
通
な
ら
四

石
八
斗
で
す
。

こ
れ
以
上
の
多
収
を
図
る
に
は

株
数
を
増
す
よ
り
方
法
が
な
い

よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
シ
ヒ
ナ
の
多
い
稲
作
を
す

る
と
云
う
こ
と
で
す
が
、
仮
に

一
坪
十
万
粒
と
し
て
百
%
稔
笑

す
る
と
四
石
八
斗
、
七
O
%
で

圏
j
i
-
-・
:

・

農

事

圏・
:
-
j
i
-
-・
:
・
・

三
石
四
斗、

五
O
M

ニ

石

凹

斗
と
云
う
よ
う
に
稔
突
が
悪
け

れ
ば
収
量
に
な
ら
な
い
。

こ
の
稔
実
を
良
く
す
る
た
め
に

は
品
種
、

・土
壌
、
肥
料
管
理
等

合
理
的
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
先
づ
根
を
作
る
こ
と

が
肝
要
で
、
こ
の
根
が
働
い
て

米
の
内
容
を
浩
り
、
こ
れ
を
米

粒
に
送
り
こ
ん
で
充
実
さ
せ
る

の
で
す
が
、
早
く
倒
伏
す
る

と
、
こ
の
送
り
込
み
が
出
来
な

く
な
る
。
今
年
の
夏
は
暑
さ
が

強
か
っ
た
の
と
上
根
が
多
か
っ

た
等
で
根
が
弱
り
、
酸
素
不
足

に
よ
る
根
腐
れ
が
多
い
。
し
た

が
っ
て
シ
ヒ
す
が
多
く
、
稲
刈

り
を
し
て
も
稲
が
刈
れ
な
い

で

・::・

1
圏

岡
田
火
火

+
守

-E-
開

園

根
が
抜
け
て
来
る
株
が
あ
る。

立
た
籾
が
つ

い
て
い
て
も
中
み

が
充
実
し
て
い
な
い
の
で
は
収

量
に
な
ら
な
い
。

川
原
宗

一
さ

ん
は
、
「
私
は
土
を
法

っ
た
の

と
根
を
作
っ
た
の
と
で
六
石
六

斗
と
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
加
積
の
多
収

者
も
輪
換
畑
跡
で
土
の
団
粒
組

一

市
の
火
葬
場
新
設
の
財
源
に
充
て
る
た
め

、
魚
津
山

一

の
立
木
を
払
下
処
分
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
，

次
の

一

処
分
要
綱
に
よ
っ
て
、
十
月
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
市

一

役
所
に
於
て
入
札
に
付
し
ま
す
か
ら
、
御
希
理
の
方
は

全

十

八

日

(
日
)

一

参
加
し
て
下
さ
い
。

松
村
文
部
大
臣
来
市

一

払
下
処
分
要
綱

一

全

十

九

日

(
月
)

一
て
払
下
方
法

，

一

婦
人
社
会
福
祉
事
業
指
導
者

一

一
般
競
争
入
札
に
よ
る

講
習
会
開
催

一
二
、
払
下
す
る
山
林

全

二
十
日
(
火
)

一

魚
津
市
上
野
方
地
区
の
市

市
教
育
委
員
会
定
例
会
開
催

一

有
山
林
(
通
紘
、
魚
津
山

青
柳
県
農
林
部
長
、
平
井
県

一

山
林
)

林
務
課
長
が
林
遁

視

察

の

二

=
、
払
下
物
件
の
量

め
来
市

一

雑
木
を
除
い
て
概
算
二
、

全

二
十
二
日
(
木
)

一

七
O
O
石
以
上
の
見
込

市
議
会
厚
生
委
員
会
開
催

一
四
、
払
下
物
件
の
所
在
地

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

一

電
鉄
魚
津
駅
か
ら
県
道
約

全

二
十
四
日
(
土
)

一

四
粁
、
林
道
約

0
・
五
粁

秋
分
の
日

f

一

で
現
地
に
達
す
る
o

一
五
、
払
下
入
札
の
期
日
場
所

魚
崎
仲
山
立
木
の
梯
下
通
知

丸
月
十
一
目
か
ら
丸
月
=
+
五
日
ま
で

九
月
十
二
日
(
月
)

市
議
会
水
道
委
員
会
開
催

全

十

コ
一日
(
火
)

富
山
地
方
行
政
監
察
局
の
行

政
苦
情
相
談
所
開
設

全

十

.
九
日
(
木
)

綜
合
グ

ラ
γ
ド
建
設
委
員
会

開
催

全

十

六
日
(
金
)

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

開
催

全
十
七
日
(
土
)

参
議
院
文
教
委

員

雨

森

常

夫
、
加
賀
山
之
雄
、
各
国
会

議
員
が
魚
津
高
校
定
時
制
教

育
等
視
察
の
た
め
来
市

松
村
文
部
大
臣
水
族
館

等
を
規
察

ハ
時
万
一
嬬
者
の
オ
ッ

ト
セ
イ
を
見
る
判
官
村
文
部
大
臣
)

織
が
で
き
た
所
へ
水
稲
を

作

り、

コ一
O
度
以
上
に
な
る
と
用

水
か
ら
冷
水
を
そ
そ
い
で
根
の

活
動
を
図
る
o

こ
の
冷
水
源
慨
.か
け
で
根
腐
れ

を
予
防
し
三
割
が
増
収
す
る
と

云
わ
れ
る
o

た
ば
こ
跡
回
な
ど

稲
が
良
く
な
る
の
は
、
こ
う
し

た
土
地
改
良
に
な
る
か
ら
で
す

な
お
最
近
で
は
こ
う
し
た
科

学
化
を
椛
進
す
る
励
み
の
た
め

段
や
級
を
設
け
よ
う
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
凹
石
は
普
通

で
、
四
石
毎
に
段
、
ム
ハ
石
以
上

は
名
人
と
し
ま
す
。

三
級

ニ
石
八
斗
ま
で

ニ
級

一一一竺
一
グ
グ

一
級

三
h
v
六
h
v
hv

初

級

四

布

三
斗
ま
で

二
段
四
ん
ゲ
六
ん
ゲ

三

段

門

ん
ゲ
九
グ

四
段
冗
ん
V

二
h
v

五
段
五
。
五

hv

六

段

五

hv八

hv

名
人

六
石
以
上

圏置塑盟

全
国
遊
説
中
の
松
村
文

部
大
臣
は
、
十
八
日
正
午

魚
津
市
に
立
寄
り
、
市
長

の
案
内
で
埋
設
林
館
、
水

族
館
を
約
時
一
間
半
に
豆

り
詳
細
に
視
察
し
、
そ
‘の

施
設
に
感
心
し
た
後
、
民

主
党
安
部
懇
談
会
に
出
席

し
た
。

秋
植
え
造
林
用
苗
木

の
申
込
た
早
く

今
年
も
そ
ろ

そ
ろ
植
林
に
最

も
適
し
た
秋
植

え
の
季
節
が
来

ま
し
た
が
、
戦

争
に
よ
り
荒
廃

し
た
山
も
、
物
件
戦
後
十
年
を
経

た
今
回
、
皆
さ
ん
の
非
常
な
造

林
意
慾
に
よ
り
、
だ
ん
だ
ん
と

緑
の
姿
に
回
復
し
て
来
た
こ
と

は
大
箆
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

山
に
一
本
で
も
多
く
植
え
る

こ
と
は
、
先
ず
荒
れ
た
山
を
回

復
し
、
水
害
に
よ
る
不
妥
を
な

く
し
、
平
和
な
長
関
な
郷
土
を

建
設
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す

が
、
叉
お
互
い
の
財
産
造
成
に

も
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
国

土
緑
化
と
い
う
こ

と
か
ら
、
法

林
者
に
は
園
、
県
が
補
助
金
を

出
し
て
奨
励
し
て
お
り
ま
す
か

ら
、
こ
の
機
会
に
精
一
杯
、
一

木
で
も
多
く
摘
え
ら
れ
る
こ
と

を
お
奨
め
致
し
ま
す
。

そ
こ
で
摘
が
に
必
要
な
苗
木

の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
市
森

林
組
合
連
合
会
よ
り
各
部
落
広

報
員
(
総
代
)
宛
連
絡
し
て
あ

り
ま
す
か
ら
、
至
念
申
込
み
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
苗
木
(
主
と
し
て
杉
)
に

つ
い
て
は
、
今
年
は
非
常
な
矢

候
に
恵
ま
れ
、
そ
の
上
行
届
い

た
管
理
に
よ
っ
て
生
育
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
苗
木
の
御
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
御
承
知
下

さ
い
。

(
市
農
林
課〉

二 (2) (1)ーま注当射 戸一一 ーー

初、 自 ら昭遁射日ら昭まら昭初、す射さ を I-;1;"目.......!島
回固ま昭和加をま昭和で昭和回注。 をれ実 t::I 1:1-.止を奇|
蒐数で和二施受で和二生和二兎射 受る施 一--一司」

予 俊 及生二十疫け生二十れ三十疫をa け子致うしもが 日 も
(1)びれ十八 なれ十七た 十九 受 る供しむたに 、せ恐子

防の量た九年 いた九年 者 年 年 け 機さま定の 、秩 き 人 供
者者年七 者者年八六七 る おんす期でやの 」ご さ

注は 六月 で 六 月月月 者願はかの ‘つ 訪 の レ ん
第 '月一 昨月 一三 一 い、ら予次てれ流いた

射一 三 日 年三日十日 致必、防の来と行 「 ち
四 十か 注十か 日か し ず 該 注 よ ま と 期 百 最

~ 
持 初 回 ー 三

日参め ② ① 徴薬 、受 必 な 中 わ結場予、 cc遁の第一
下に者泊 三三初収品費けずおにれ、所防副を 加 間三

程さ受 )力日 孟回し及 用る当健消るとの注作一菟隔回 O
いけ 泡 盟寛ま び こ日康退こう発射用問授で一 cc
o る 授 ま侵す材 と申状すと痛赤后 皮 (2)皮、第
注 ( 立 。料 し態るがや、、 下の下五二
射一一 -2. 費 出 の 0 あ発し時 に者に cc回
目人間 人 ぎ の て悪 る熱 ゅに 注は注をー
にさ 受九 突 診いが等脹よ 射 ー 射三
必十 け十 費 察者数が、っす、す遡五
ず 円 る 円 を をは 日現碩て e る Oる 問 cc

の
予
防
注
射
や
受
けまし
ょう
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ググググ ググググ クー完日じ
一日一一日ー-日~C日コC日コC日コc日コ/日、ー日じ

現
地
調
査
の
希
望
者
は
、

十
月
六
日
午
前
八
時
ま
で

に
魚
津
市
役
所
財
政
課
に

出
頭
せ
ら
れ
た
い
。
な
お

当
日
現
地
調
査
の
で
き
な
-

い
向
は
申
出
が
あ
れ
ば
鑑

賞
を
計
ら
い
ま
す
。

一

一
O
、
払
下
契
約

一

落
札
者
が
決
定
す
れ
ば
当一

日
払
下
契
約
を
締
結
す
る
一

予
定
で
あ
る。

一

一
一
、
払
下
代
金
の
納
付

一

代
価
は
契
約
と
同
時
に
半
一

額
を
納
付
し
残
金
は
払
下一

物
件
の
二
分
の
一
程
度
の
-

伐
採
を
な
し
た
る
と
き
納
一

付
す
る
こ
と
、
但
し
伐
採
一

条
件
に
拘
ら
ず
昭
和
三
十
一

一
年
コ
一
月
末
日
ま
で
に
は
一

完
納
す
る
こ
と
。

一

一
二
、
契
約
保
証
金

-

契
約
保
証
金
は
払
下
価
額一

の
一
割
相
当
額
と
し
現
金
一

.
叉
は
公
社
債
で
契
約
締
結一

当
日
市
収
入
役
に
預
け
入一

れ
す
る
こ

と
o

一

二
一一
、
払
下
物
件
の
搬
出

一

払
下
物
件
は
昭
和
三
十
二
戸

年
コ
一月
末
日
ま
で
に
全
議
ー

搬
出
す
る
こ
と
。

農

地

の

転

用

は

許

可

を

受

け

て

か

ら

農
地
は
農
地
法
に
よ
っ
て
、

一

市
農
業
委
員
会
は
、
許
可
申

農
耕
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る

一
詰
書
を
受
理
し
、
委
員
会
で
可

こ
と
を
禁
じ
て
あ
り
ま
す
が
、

一
否
を
決
定
し
、
意
見
書
を
附
し

最
近
農
地
を
潰
し
、
無
断
で
転

一
て
県
知
事
に
進
達
致
し
ま
す
。

用
し
て
い
る
者
が
増
加
す
る
傾

一
県
知
事
は
、
申
請
内
容
の
審
査

向
に
あ
り
ま
す
。
既
存
農
地
の

一
叉
は
現
地
調
査
を
行
い
、
県
農

維
持
並
び
に
保
全
の
見
地
か
ら

一
業
会
議
の
意
見
等
に
よ
り
許
可

も
農
地
法
に
よ
り
違
反
行
為
で

一
を
致
し
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
農
地
を
転

一
過
程
を
経
て
許
可
が
あ
り
、
許

用
す
る

に
は
、
農
地
法
に
基
〈
一
可
書
を
市
農
業
委
員
会
よ
り
本

許
可
申
詰
を
行
い
、
許
可
(
県

一
人
に
交
付
し
た
後
、

農
地
を
転

知
事
の
許
可
〉

を
得
な
け
れ
ば

一
周
さ
れ
ま
す
。
な
お
許
可
申
請

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
さ
れ
な
く
て
農
地
を
潰
嬢
転
用

許
可
申
誌
に
つ
い
て
は
、
転

一
し
た
者
に
対
し
て
は
、
農
地
法

用
の
目
的
内
容

(
許
可
を
相
当

一
に
よ
っ
て
、
三
ヶ
年
以
下
の
懲

と
す
る
土
地
の
面
積
は
、
申
笥

一
役
、
叉
は
十
万
円
以
下
の
罰
金

目
的
の
実
現
に
必
要
な
最
少
限

一
に
処
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
、

必
ず

度
の
間
積
)
其
の
他
の
事
情
等

一
許
可
を
受
け
て
か
ら
転
用
し
て

を
市
農
業
委
員
会
へ
申
出
て
所

一
下
さ
い
。

定
の
手
続
き
を
取
っ
て
下
さ
い
一

日

割

引

|「
白
倉
小
学
校
一
自

H
7

一
上

η
方
h
v

一上
の
方
出
張
所
一

グ=一
旦

hゲ

一
西
布
施
h
v

一西
布
施
小
学
校
一

グ
=
一旦
hv

一
下
野
方
hv

一下
の
方
出
張
所
一

グ一
ニ
旦
hv

一
住
吉

hv
'十
住
吉
小
学
校

一
グ
三
旦

hv

広
F
V仔
日
同住
じ
ほ
け

時
間
は
午
后
一一
時
よ
り
午
后
四
時
ま
・で

昭
和
三
十
年
十
月
十
二
日

午
後
二
時
魚
津
市
役
所
に

お
い
て
行
う
。

六
、
入
札
方
法

出
場
入
札
と
す
る。

七
、
入
札
保
証
金

入
札
保
-託
金
と
し
て
、
入

札
価
絡
の
五
分
以
上
の
額

を
現
金
又
は
『
公
社
債
を
も

っ
て
、
当
日
入
札
前
迄
に

魚
津
市
収
入
役
に
預
け
入

れ
す
る
こ
と
、
但
し
社
債

に
よ
る
と
き
は
予
め
そ
の

銘
柄
に
つ
い
て
承
認
を
受

け
ね
ば
な
ら
な
い
。

落
札
者
と
決
定
し
た
者
が

売
買
契
約
に
応
じ
な
か
っ

た
と
き
は
、
入
札
保
証
金

を
還
付
し
な
い
。

八
、
再
入
札

入
札
の
結
果
払
下
げ
予
定

価
絡
に
達
し
な
か
っ
た
と

き
は
、
払
下
げ
し
な
い
。

但
し
、
当
日
再
入
札
を
行

う
こ
と
が
あ
る
。

九
、
現
地
紹
介

一一日
一グ
一
西
日

一一日
一グ
一
西
日一

一一日
一グ
一
西
日一

一一日
一グ

=四
日一

一一日
↑h
v
=
四
日
一

己
目
マす
一
一C
目一


